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〈 要 約 〉

本年度より新学習指導要領が実施され、国語科では 「国語 を適切 に表現し正確に理解す る

能力を育成 し、伝え合う力を高めること」が挙げられている。自分の考えを自分の言葉で表

現する態度や能力を育てる ことは、生涯 にわたるr生 きる力』を育成する上で重要である。

その中でも 「書 くこと」は、言語によ り考えを整理 して明確 にした り、深めたり、振 り返 っ

たりして、自己を見つめ高めることのできる大切な言語能力で ある。

そこで、本研究は、研究主題 を 「児童の意欲を高め、確か に書 く力を育てる指導 と評価」

として、①書 くことの基礎的 ・基本的事項の評価と指導の工夫 ②一人一人の意欲 とよさや

可能性を伸ばす評価 と指導の工夫の2点 に視点をあて、授業をとおした実践的研究を行った。

具体的な研究内容としては、書 くことの過程に沿った評価規準の作成、評価に基づく指導 の

工夫、発達段階に応じた個人内評価、自己評価や相互評価の工夫である。
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1全 体研究主題及び研究の概要

全体研究主題

一児 童 の意欲 を高 め、確 か に書 くカを 育て る指導 と評価 一

1研 究主題設定の理由

本年度よ り、完全学校週5日 制の下、教育内容 を厳選 し、 ゆ とりの中で基礎 的 ・基本的な 内

容の確実な習得 を図 り、 自ら学び 自ら考え る力な どの 「生きる力」 を育成する ことをね らい と

する新学習指導要領が実施された。また、 このようなね らい を実現す るための児童生徒の学習

評価 の在 り方 について、平成12年 には、教育課程審 議会 よ り答 申が出 され、基本的な考 え方

として、 目標 に準拠 した評価(い わゆる絶対評価)及 び個 人内評価 、さらに、指導 と評価 の一

体化 を図る ことの重要性が示 された。

新学習指導要領の国語科 の目標では、言語の教育 としての立場 を一層重視 し、国語 を適切 に

表現 し正確 に理解す る能力の育成 とともに伝え合 う力 を高め ることが示 されている。 これは、

自分 の考 えを 自分の言葉で積極的 に表現す る能力や態度、互 いの立場 を尊重 し言語 によ り伝 え

合 う力の育成 を重視 して いるので ある。

この 「自分の考 えを自分の言葉で表現す る能 力」を育 て る一つ の言語活動 として 「書 くこと」

が挙 げられ る。 「書 くこと」は、言語によ り考 えを整理 して 明確 に した り、深めた り、振 り返

った りして、 自己を見つめ高め る ことが できるもので ある。 また、友達 と互 いの文章 を読み合

うことで、互 いの考え と向き合 うこともでき る。「書 くこと」 は 、生涯 を通 じて必要な ことで

あ り、「生 きる力」 としての自己教育力 を育てるため に も一人一 人に身に付 けて ほしい大切 な

言語能力である。

しか し、児童 の実態 をみる と、「書 くことが好 きで はな い」 と答 える姿が多 く見 られ る。 こ

れ は、「何 を」 「どのよ うに」書 いてよ いのか分か らな い ことや 、 自分の書 いたものを 自分 で

よいと思 った り、友達か らよい と認め られ る経験が少な いか らではないか と考 える。 こう した

児童に 「書 くこと」の楽 しさを味わわせ、生涯を通 して豊か に書 く力を育ててい くため には、

基礎的 ・基本的事項の指導 とともに、児童 が 自らの書 く力を 自覚 し、課題 に向かって主体的 に

学べるような授業への改善が不可欠である。そ して、児童 の書 くことへ の意欲や課題、 あるい

はその児童 の学びのよ さや可能性 を明らかにする評価 とそれ に基 づ く適切な指導は、 こ うした

授業の改善 の大きな柱であると考 える。

そ こで、本研究 では、児童の 「書 くこと」の実態 を把 握 し、 「書 くこと」 の単元 に応 じた評

価規準を明確 に設定 し、 目標に準拠 した評価 としてのr絶 対評価 の在 り方』 を中心 に授業改善

に取 り組んで いく。また、児童の発達 に応 じ、r個 人内評価 の在 り方』 を探 り指導 に生か した

り、『自己評価 』や 『相互評価』 の場や方法 を位置付 けた学習活 動 を工夫 した りして、児童 一

人一人の意欲 とよさや可能性を伸ば してい く。このよ うな様 々な評価 を適切 に指導 に生かす こ

とで、児童 は、書 くことのよさや大 切さを実感 し、意欲 的に書 くよ うになるとともに、生涯 に

わたる確かに書く力が育つのではないか と考 える。

以上の ことか ら、研究主題 を上記のように設定 し、本研究 を進め ることとした。
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2研 究主題 に対する基本 的な考 え方 と仮説

研究主題 の 「書 く意欲がある姿」 「確かに書 く力」にっいて、本研究では次のようにとらえた。

(1)「 書 く意欲がある姿」 とは

○伝 えた い自分 の思 いや願いをもっている。

○伝 える相手や 目的を明確 に意識 し、 どのように書 くか見通 しをもって いる。

○書 くことを振 り返った り、認め られ た りす る場があ り、よ りよ く書 こうとして いる。

○書 くことのよさを感 じ、書き終えた充実感や伝えた喜 びを味わ って いる。

(2)「 確か に書 く力」とは

○相手や 目的、意図を考えて書 く。

○相手 に伝 えるために必要 な事柄 を取材 ・選 材 して書 く。

○文 章全体 の組 み立てを考 えて書 く。

○順序 よ く、中心 をはっき りさせて、事実や意見 を効果 的 に書 く。

○文 章 を読み返 し、よい ところを見付 けた り、間違 いを正 した りす る。

○言語 事項 についての知識や技能 を身 に付 け、 自分 の記述 に生かす 。

これ らの ことか ら、本研究 の 目指す児童像 を次のように設定 した。

目指す児童像

○楽 しみなが ら進 んで書 く子

○相手や 目的 ・意 図に応 じて適切 に書 く子

○書 くことのよさを味わえ る子

この目指す児童像 に近付 くために、次 のような研究仮説 を立て、それ に基づ いて研 究 を進 め

る こととした。

研究仮説

書 く活動 において 、単元 の評価 規準を基 に様々な評価法 で児童 の課題 を明 らか にし、

課題 に応 じた指導や 、よさや可能 性を伸 ばす指導を工夫すれ ば、児童 の意欲 を高 め、

確か に書 く力を育てる ことができるであろ う。

3研 究の内容

(1)書 くことの基礎的 ・基本的事項の評価 と指導 の工夫

「相 手 ・目的 ・意図」 「取材」 「構 成」 「記述」 「推敲」 の書 くことの過程 に沿 って評価規

準 を整理 し、 「書 くことの評価規準表」 を作成す る。そ して 、そ の 「評価規準表 」を基 に、

単元の指導 計画において各時間一観点ずつ選び 、具体的な評価規準 を明確 に設定 し、その評

価規準 に基づいた指導例 を指導計画 に位置付 ける等、評価 計画の作成及 び児童 の書 く力に応

じた指導の工夫 を行 う。

(2)一 人一人の意欲 とよさや 可能性 を伸ばす評価 と指導の工夫

「評価規準」を基 に、各学年 の発達段階に応 じて 「個 人内評価」 「自己評価 」 「相互評価」

を重点的 に取 り上げ、一人一人の学習状況や思 いを見取 り、児童 に自己 の学びの課題や よさ

を 自覚 させ るな ど、一人一人の意欲 とよさや可 能性 を伸ばす指導の工夫 を行 う。
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4全 体研究構想

東京都教育委員会教育目標

・互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間の育成
・社会の一員として、社会に貢献しようとする人間の育成
・自ら学び考えて行動する、個性と創造力の豊かな人間の育成

国語科の目標
・国語を適切に表現し、正確に理解する能力を育成

し、伝え合う力を高める。
・思考力や想像力及び言語感覚を養う。
・国語に対する膜沁・を深め国語を尊重する態度を育

てる。

研究主題

児 童 の 意 欲 を 同 め

確か に書 く力を育てる

指 導 と 評 価

低学年分科会研究主題

書くことを楽しみ、

順序よく書くカを育てる

指導と評価

中学年分科

相手や目的

伝えたい

書く

絶 対 評 価

翻

戦
研究仮説

書く活動において、単元の評価規準を基に様々な評価法

で児童の課題を明らかにし、課題に応 じた指導や、よさや

可能性を伸1甜 指導を工夫すれば、児童の意欲を高め、確

かに書く力を育てることができるであろう。

感
麹 、

研究内容

①書くことの基礎的 ・基本的事項の評価と指導の工夫

・書く意欲と確かに書く力の明確化

・評価規準の明確化と単元に応 じた評価計画

・指導の動点化と指導方法の工夫

・評価規準に基づいた指導の工夫

②一人一人の意欲とよさや可能性を伸ばす

評価と指導の工夫

・一人一人のよさや可能性を伸ばす個人内評価

・自己の学びを振 り返 り次の課題に生かす自己評価

・互いに学び合い、高め合う相互評価

低学年分科会研究内容

① 順序よく書く力を育てる

評価と指導の工夫

・評価規準の作成と

評価に応じた指導の工夫

・順序よく書くための指導の工夫

②一人一人の意欲とよさを伸ばす

個人内評価と指導の工夫

・机間指導計画の作成と

座席型評価カードの活用
・評価を生かし一人一人の

学習状況に応じた指導の工夫

羅

癬

帖
蒲

・中心

②児童

評

・児 童

・児 童
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会研究主題

に応じて、

ことの中心をとらえて

力を育てる指導と評価

高学年研究主題

目的や意図に応じて、

自分の考えを効果的に

書く力を育てる指導と評価

これ を書 けば

いいんだ!

こう書 けばい

いんだ!

書 くことって

お も しろいな

あ!

も っ と 書 く

そ!

目指 す 児 童 像

こういう事 も

書 いてみた い

な!

こんなふ うに

工夫 してみ よ

う1

書 いて よか っ

た!

書 くことって

いいなあ!

○楽しみながら進んで書く子

○相手や目的 ・意図に応じて適切に書く子

○書くことのよさを味わえる子

会科会研究内容 高学年分科会研究内容

意識 をもって、 ①効果的に書く力を育てる
をとらえて書く力を

る評価と指導の工夫 評価と指導の工夫

規準の作成と ・評価規準の作成と

評価に応じた指導の工夫 評価に応じた指導の工夫

をとらえて書くための ・自分の考えを

指導の工夫

にめあてをもたせ、

灘 鷺

畿
効果的に書くための指導の工夫

②自己の書く力を見つめて 麟
価力を高める 意欲を高める自己評価・相互評価
自己評価と指導の工夫

の振り返りと個に応じた と指導の工夫

指導の工夫 ・自己の書 く力を見つめる

のめあてに生かされる 自己評価の工夫

評価の工夫 ・書く意欲を高める相互評価の工夫

低学年分科会 目指す児童像

・書くことを楽しむ子

・相手に分かるように、

順序よく書く子

中学年分科会 目指す児童像

・ 相手や目的を意識 して

分かりやす く書く子

・ 何を一番伝えたいのか

はっきりさせて書く子

高学年分科会 目指す児童像

・ 目的や意図を考え、

見通しをもって書く子

・ よりよい表現を考え、

工夫して書く子
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1各 分科会の提案 と実践

1低 学年分科会1
1低 学年分科会の提案

(1)分 科会研 究主題

r書 くことを楽 しみ、順序よ く書 く力を育て る指導 と評価」

(2)目 指す児童像
・書くことを楽しむ子

・相手に分かるように、順序よく書く子

(3)仮 説

相手や 目的を意識 し、順序よく書 くことの指導 と評価 を意図的 ・計画的 に行 うと同時に、

個に応 じた適切な評価 と指導を継続す ることによ って、書 くことを楽 しむ態度 と順序 よ く書

く力が育つであろう。

(4)基 本的な考え方

◎ 「楽 しんで書 く」 とは

○相手や 目的を意識 して、進んで書 こうとす る。

○伝 えたい ことと、書 くことの見通 しをもっている。

○書 いた ことのよさを実感 している。

◎ 「順序 よく書 く」 とは

○時問的な順序 に沿って、思い出す ことができる。

○時間や行動の場面 に合 った文章 を書 くことができる。

○順序に沿 って、最後まで書 くことができる。.

(5)研 究の内容 ・主題 に迫 るための手だて

① 順序よ く書 く力を育て る評価と指導 の工夫

○評価規準 の作成 と評価 に応 じた指導 の工夫

順序 よく書 くために、学習活 動の様 々な過程で継続的 に順序を意識 して いくことが必要

である。そ こで、順序 よく書 くことを、書 く過程 に沿 って分析 し、評価規準 を明確化 し、

さらに単元の指導計画 に応 じて具体化する。

具体化 に当たっては、年間の見通 しをもち、重点的 に指導す る事項 を設 けた り、評価 の

観点を1時 間1観 点 に焦点化する。 また、単元全体 を通 して、関心 ・意欲 ・態度、書 く能

力、言語 についての知識 ・理解 ・技能 の3観 点 を見取れ るよ うな評価 計画 を立ててい く。

評価規準は、 「B」 を 「おおむね満足」 とし、ABCの 各規準別の具体的な指導 を例示 し、

指導 ・支援の工夫 を行 う。

○順序よ く書 くた めの指導の工夫

指導の重点については 「ポイ ン ト学習」 と名付 け、単元 の中に位置付 ける。 「ポイン ト学

習」で学んだ ことは、児童 にとって基本の形 として書 く活動の ヒン トとな り、そ こでの評

価を教師 は診 断的な評価 として活用 し、個別指導 ・支援 を改善 してい く。

また、順序よ く書 く学習 に適 したワー クシー トの作成や活用の方 法を工夫 し、児童が確

か に書 く力 を身に付ける主体的な学習 と、意欲 の持続向上 を支援 していく。

② 一人一人の意欲 とよさを伸ばす個人内評価 と指導の工夫

○机間指導計画の作成 と座席型評価カー ドの活用

単元全体 を通 して、個人内評価 を、確実に、過重な負担な く、継続的 に行 うため に、座

席型評価カー ドを開発す る。授業 前に評価 ・指導のポイ ン ト、授 業中の見取 り、授業後 の

記録を一面 にまとめる ことがで き、個人内評価の継続 が実現できると考 える。授業の場で、

適切な評価 と指導 がで きるよ う、記入の仕方 を含め机 間指導計画 を作成 し工夫 してい く。

○評価 を生か し一人一人の学習状況 に応 じた指導の工夫

どの児童 にも評価 に基づ き適 切な指導 ・支援が行え るよ うにす るため に、あ らか じめ指

導 に必要な言葉か け例や、 ヒン トカー ド等 を作成 し、多 面的に、児童 のよ い点や可能性 、

進歩の状況 を認め、励 ま してい く計画的 ・継続的な指導 を工夫する。
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2低 学年分科会の実践

(1)単 元名 「そめものやさん」のえほんをつくろう(第1学 年)

(2)単 元の 目標

家 の人に染め物を した ことを知 らせ るため に、絵本の各場面 の文章 を順序よ く楽 しんで

書 くこ とができる。

(3)単 元の評価規準

国語へ の関心 ・意欲 ・態度 書く能力 言語 につ いての知識 ・理解 ・技能

・家の人 に知 らせるため に、

染 め物 の絵 本を楽 しんで作

ろ うとしている。

・染 め 物 を した こ と を 、

順 序 よ く正 し く書 いて

い る。

・主語 と述語 の関係 に気 を付 け

て文 を書 いている。

(4)研 究主題 に迫るための手だて

① 順序よ く書 く力 を育てる評価 と指導の工夫

○順序よ く書 くための評価規準の作成

(相手 ・目的)家 の人 に染 め物 をした ことを知 らせ るため に、順序 を考えて絵本 を作 ると

いうめあてをもって いる。

(取材)染 め物 した ことを順序 よく思い出 し、場面 ごとに書 く材料を集めている。

(構成)染 め物 の工程 を考 えなが ら、順序よく各場面 を並べて いる。

(記述)染 め物 した ことを順序よ く思 い出し、各場面 の文 章 を語や文 の続き方 に注意 して、

正 しく書 いて いる。

(推敲)絵 本が順序 よく書 けて いるか読み返 し、間違 いを正 した り、よいところに気付 い

た りして いる。

○指導 の重点 と 「ポイ ン ト学習」及び ワークシー トの工夫

児童 に、今後 の活動 の見通 しをもたせ、順序 を意識 させ るために、本単元 と同 じ形式の

「朝顔 のミニ絵 本作 り」 を、1時 間のポイ ン ト学習 と して行 い、その学習での児童 の学習

状況 を診 断的評価 として指導に役立て るようにした。

また 、染 め物 の工程別(場 面別)の ワー クシー トは、例示す るシー トと児童が書 くシー

トを併用す ることで順序 を思 い出 しやす くする ことがで き、また、並べ替えが容易で順序

の修 正がで きるように した。

② 一人一人の意欲 とよさを伸ばす個人 内評価 と指導の工夫

○机問指導計画の作成 と座席型評価カー ドの活用

児童 の多様な学習状況 に応 じたきめ細やかな指導 をす るた めに、効率よ く確実 に一人一

人の学習状況を見取 り、その場で適切な評価 と指導 をして いく ことができる机 間指導計画

を立てた。 また、継続的な個 人内評価 を行 い、指導 に生かすため、授業前 ・中 ・後 の記録

を一面にまとめることができる座席型評価カー ドを作成 し活用 を図った。

○評価 を生か し一人一人の学習状況 に応 じた指導の工夫

個 に応 じた指導が適 切にでき、どの児童 も自分に合った方 法で楽 しんで書 くことができ

るようにするため、児童の学習活動を予測 した効果的な言葉かけ例や、2種 類のカー ド(ヒ

ン トカー ド、視写カー ド)を 用意 し、指導 に活用 してい くようにした。
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(5)学 習指導計画 ・評価計画

評価を生かした指導例

セージを書いている場面を見

い

。
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A:へ の メ ッ ー ジ つcxて こ

う と して い る,

臼貞指導串項

 

○評価する学習活動

 

★主な学習活動

 

時
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お 家 の 人 へ 絵 本 を作 ろ う と
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・
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・
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度

A:☆ 出来上がったミニ絵本のよいところを紹
め、そめものの絵本のイメー ジが膨 らむ
よ うにどんな絵本にしたいか具体的 に発
言するよう促す。

B:☆ 作 り方の手順 に従 って、板書 を参考 に鮮
しく書くよう助言す る。

☆出来上がった児童には.出 来上がった こ
とを賞賛す る。

C:☆ 順序 を確認 しながら.鳩 面に応じた文章

 

る二、
ミ

A:絵 本 の 作 り 方 を 理 解 し、 工 夫 や 考 え を
基 に ペ ー ジ の イ メー ジ を も って 書 い て
い る。
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★1

そめものやさんのえほんをつくろう

そ め も の や さん の 絵 本 のイ メ ー ジ が もて る よ う に.「 朝顔
の ミニ 絵 本 作 り」 をす る.

★2

べ 替 え る。

り

わせ る 。

 

並
く
合

て
書
り

ポイ ン ト学習 〈ミニ絵本作 りの手順〉
(1)3枚 の絵 を場面の順序に合わせ
(2)1枚 ずつ絵 に合った文を考 えて
(3)順 序を確か めて、3枚 の絵 を貼
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1葉を適切に使 って丁寧に欝
を認め.全 体に紹介す る。

できている場面を賞賛する。
}けるように友達の文を参考
す。
;が分かるように何度 も工程

1が分かるような視写できる

正 しく丁寧に番 くよう促す。

★② ペー ジ目を記述する場面

A:大 まかな順序 を理解 し=一し雁 を正
しく丁 寧 に様 子が分か るよ うに轡 いて

一 いる。(ぐ つぐつ煮る等)
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文
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2
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B

A:☆ 前時の いくつかの作品 を紹介 し、よいと
ころ を参考 にするよう助言す る。

☆場面 に応 じて自分の気持ちを祥 しく書い
ている文章 を全体に紹介する。

B:☆ 場面にさ らに適切な文が轡けるように例
示する。

C:☆ 場面の順序 を思い出すために掲示物 を参
考にするよう助言す る。

△記述過程を観察

★③④ページを紀述する場面
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と。

○ 欝いた文 を読み返 す
こと。

した こ とそめ ものの活動で使った手順 カー ドを利用 して
の大まかな順序を確認する。
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を吹 き 出 しに書 く。(～ 第4時 まで 同 じ)

1第2時 を振 り返 り,よ い文章の紹介を聞く。

2前 時の学習 を生か し、出来上が った①②ページと提示 され
た⑤ ページ(布 に媒染剤 を浸す場面)を 見て、③(布 を浸
す)④(布 を煮る)場 面を想起す る。

3し た ことの順序を考えて、布 を浸す 、布 を煮る二つの場面
のページ③ ④を書き、貼 り合わせ る。

*z

★

A:☆ 推敲 しようとする努力、姿勢や間違 いが
正 してある箇所を褒める。

☆場面に応 じて 自分の気持ちを詳 しく書 い
ている文章 を全体に紹介す る。

B:☆ 仕上がった作品のよいところを褒める。
☆ 自分の気持 ちを吹き出 しに番くよう伝 え

る。
C:☆ 作品が仕上 がるように、思 いつかない場

合は例文 を示 し、視写するよ う助言する。

A:☆ 工夫 したことが詳しく書けるように,具
体的な例を示す。

☆学習全体 を振 り返り、始めと終わ りの気持
ちの変化を中心 に轡け るよ う、助言す

る。
B:☆ 紹介 したときの気持ちを確認 し、感想 を

雷くううに促す。☆
活動全体 を振 り返る ことができるよう今
までの活動 を確認する。

C:☆ お家の 人に見てもらった感想が番けるよ
うに助言する。

★⑥⑦ ペー ジを記述する場面
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り

保踵者に感想 を書いて もらう。授業参 観時
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全体 の学習を振 り返 り、「そめ ものや さん」の絵本作 りの
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(6)本 時の学習(4/5時)①
本時の目標
○布を煮る場面と布を取り出す場面に合った文章を順序よく書くことができる。

②本時の展開

主な学習活動 ★評価する学習活動

1第3時 を振 り返 り、場面 に合 った文 章

が書 けて いる作 品の紹 介 を聞 く。

2本 時のね らいを確かめる。

えほん の の こりの ペー ジをか き、

えほんをかんせ いさせ よう。

3教 師が作成した前時の最後の文章(染
液に一日つけておいた布を媒染液につ
けるページ)と 本時の最後の文章(布
を水洗いして干すページ)を 全員で音
読する。

★4「 も う一 度 染液 に つ けて 煮 る1ペ ー

io

★5「 布 を広 げる」 ペ ー ジ を書 き 、貼 り

00

・二 枚 と も書 け た児 童 は 思 った こ とを吹

き出 しに書 く。(2時 、3時 に同 じ)

・順番や内容を確かめて絵本を仕上げる。

・早 く終 わ った児 童 は 、友 達 同士 で本 を

読 み合 い、よ い ところ を見 付 け る。

6本 時の学習を振り返り、完成した自分
の作品を見て感想をもつ。

転 鱒・憾 壽
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7撫 謹1喪鑑
くもう一 に をつける ・`】を広げる縄 一ジを'く

○ 指溝事項

○友達のよい文章の紹介を聞き、
よい書き方に気付くこと。
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る

布
思
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す

○

○ 布 を 煮 る 、布 を広 げ る場 面 を思
い出 し、順 序 よ く様 子 を書 く こ

とD

○ 順 序 を確 か めな が ら、 ペ ー ジ を
貼 り合 わ せて 、 正 しい 順序 が 分
か る こと。

○書いた文章を読み返すこと。

○友達同士でお互いに読み合い感
想をもつこと。

0完 成 した自分の作品を見て感想
をもつこと。

★評価場面 △評価方法 評価規準 ☆評価を生かした指導例

★布を煮る ・布を取り出すページを書いている場面 △観察法(座 席型評価カー ドを用いた机間指導)

評価規準 ☆評価を生かした指導例

A

(十 分

満 足 〉

・順序 を考えて、布 を煮 る、
布 を取 り出す場面を書 き出

来事 の様子や 自分の気持 ち
を場面に応 じて詳 しく書い
て いる。(

4文 程度)

☆推敲 しよ うとす る努 力、姿勢や間違いが正してある箇所 を褒

める。
☆堀面に応 じて 自分の気持 ちを詳 しく番 いている文章を全体 に

紹介す る。
☆仕上がった作品の出来映えを褒める。

B
(概ね

満足)

・順序を考 えて,布 を煮る場

面、布 を取 り出す場面をよ
く思い出しなが ら、場面に
合った文 を書 いて いる。

(2文 程度)

☆読み返すための観点 を示 し、どのように直すか例示する。
☆自分の気持ちを吹き出 しに書 くよう助言する。

C

(努 力 を

要 す る)

・Bに 満たない児童 ☆文章が思 いつかな い児 童のために、2種 類の ヒン トカー ドを
用意 し、手渡す。

☆キーワー ドを見て文 を作ったり、例文 を視写 した りす るよ う

助言する。
☆絵や前後の文章か ら順序 を確認 させる。
☆絵 と文が対応 しているかを確認 させる。

を生かした

指軽百

児
童
が
記
述
し
て
い
る
場
面

一を 士上ウAう 〉

問 導例
1全 員観(途 中で ち止ま ら に、全員の様子 を見 る。)

・一枚 目を書き始め られたかを見る。 ・個別指導が必要な児童に印を付ける。

2個 別指導①
・書き始め られな い児童へ支援す る。
☆めあての確認 をさせ る。☆絵 を見てn頭 で作文させ る。

3全 員観察②
・BとCに 分ける視点で全員を見る.
・Cの 児童だけ座席型評価カー ドに印を付ける。・Bの 児童 に吹き出しカー ドを取 りに行かせ る。

4個 別指導②
・Cの 児童に具体的な支援 をする。
☆書き出せない児童→ ヒン トカー ド①(キ ー ワー ドが載って いるもの)を 渡す。,

論縁密雑薯蔵三羅あ蔓麟羅盟鴨謎馨茗1
☆場面 と違 うことを書いている児童→絵 に合 う文章 を意識させる。㈲ 後の槻面の絵を予がかりに)

(書
TIの ペー ン で…ス.よ つ。』

C1(號 んでみて)「 あ、そ うか。」

T(二 枚 の絵 を見せな が ら)「 どち らが先で したか。絵 を見て考えま しょう。」
C2(並 べて見比べて)「 あ、 こっちが前だ。」

T(視 写カー ドを渡して)rこ れを写 して書いてもいいです.〔 〕の中は臼分で考えて沓きましょう。」

C3rは い。j〔 〕の 中を考えて文 を書き始める・

T(ヒ ン トカー ドを見せて)「 煮て いるところですね 。何回 目ですか。」

5全 員観察③
・児童の変容を見取る.
・Aの り のよい ,る ・AとCam!に つい 一評 カー ドに を 寸け る



(7)授 業 の 考 察

○指導の重 点化 と学習 の見通 しを もたせ るポイ ン ト学習

第 一時 に行 ったミニ絵本作 りを通 して、児童一人一 人が学習の見通 しをもつ ことがで きた。

また、 この ミニ絵本 作 りは本単元 で育てたい指導のポイン トを取 り上げた学習 としたため、

教師は、児童 の作 ったミニ絵本 を基 に診断的評価(書 く意欲、順序、書 く力、言語の力な ど)

を行 い、次 時以降 の個 に応 じた指導 に生かす机 間指導 計画 を立てる ことがで き、計画的な指

導が可能 とな った。

○順序 を意識 させた場面別 ワークシー ト

染 め物 の工程を絵 に表 し、場面 ごとに絵 を入れて場 面別 ワー クシー トを作成 した。 これは

時間的順序 を確 認 した り場面 に合 った文章を書 いた りす るため に有効な手がか りとな り、 ど

の児童 も意欲 的 に取 り組んでいた。また、 した ことや様子 だけでな く、学習の進度や実態 に

応 じて、染め物を した ときの気持 ちを吹き出 しカー ドに書 くようにさせた ことで、 自分のペ

ースで書き進めることができ、文章の内容 も整理され、楽 しんで順序よく書 く力につながった。

○一人一人 の指導 に生きる座席型評価カー ド

座席型評価 カー ドに1時 間の授 業で評価 した内容 を記録す る。その記録 を基に して次時の

机間指導計画 を立てた。各時間の 目標 に照 らし合わせた評価規準 とそれ に基づ く指導例 を活

用 し、限 られた時間の 中でできるだけ多 くの児童 に個 に応 じた指導、支援 をするのに有効で

あった。こうした継続的評価 と指導 は、一 人一人の確か に書 く力を伸ばす ことにつなが った。

○学習状況 に応 じた言葉かけ例や ヒン トカー ド、視写 カー ドの活用

評価 を生か した具体 的な指導の工夫 として、児童のっまず きを予測 し、そのつまず きに即

した言葉か けや ヒン トカー ドな どの手だて を作成 した。指 導や支援の必要な児童に対 してそ

の場で対応す ることによ り、書 く意欲が高め られた。

(個別支援における言葉かけ例)

出来事 を思い出させる言葉かけ
・マ リーゴール ドの花は何色でしょう?

・お鍋 のお湯は何色にな りましたか?等

文 を書くことを助ける言葉かけ

・(様子や言ったことを思い出せてか ら)

そ う。～と思ったのね そのことも絵本

に書いてお くと、お母 さんにもよく染め

物のことがわかっても らえますよ。等
一生懸命書いていることを認める言葉かけ

・ここの書き方は、とて もよく轡けていま

すよ。 等

(机間指導記録の一部)

第4時 本時の学習内容
・絵本ののこりの2ペ ージ(も う一度煮るページ)(布

を広げるページ)の 場面を思い出し頗序よく書く。
・順序、内容を確かめて、絵本を仕上げる。

視写カー ドを渡

す

名前ABC

名前ABC

名前ABC

ヒン トカー ド

名前ABC

作

品

例

Aし た ことや様子の順序をよ

く思い出し、場面に応 じて

詳 しく書いている.

気持ちは吹き出 しによく思

い出して書いている。

B順 序を思い出しなが ら絵に

合 った文を書いている。

(2文 ぐらい)

様子を詳 しく

名前鯉BC 名前 ・◎ ・

言葉かけをする

名前 。㊦ 、 名前㊧BC
}

花を煮る場面(第2時) 布を煮る場面(第4時)
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資料 低学年 〔書くこと〕評価規準

関心 ・意欲 ・態度 書く能力 言語についての知識 。理解 ・技能

○自分のしたことや気 ○相手や目的を考えながら
相
手
・

持ちを伝えることを

楽しんでいる。

書いている。

○ 相手や 目的を考えなが

昌
ら、事柄を集めた り、順

序を考えたりしているa

○相手や目的を考えな ○ したことや気付いたこと
がら、事柄を集めて 思ったこと、感動や疑問

書こうとしている。 などを言葉にして書いて

霧
いる。

○書 こうとする題材(知 ら
せたいこと ・書きたいこ

と)に 必要な事柄を集め

ている。

○相手や目的を考えな ○自分の考えが明確になる ○文の中における主語と述語の関係を理解し
がら、簡単な組立て ように簡単な組立てを考 ている。

の文章を書こうとし えている。

構
ている。 ○文には始めと終わりがあ

ることを意識して組立て
成 を考えている。

○事柄の順序を意識して組
立てを考えている。(時間

的順序 ・行動の順序など)

○順序を考えて書こう ○語と語を続けて簡単な文 ○小学校学習指導要領別表の学年別漢字配
として いる。 を書 いている。 当表に、当該学年の前の学年までに配当

○相手を意識 して、文 ○語と語、文と文の続き方 されている漢字を書き、文や文章の中で

字を丁寧に書こうと に注意して書いている。 使うとともに、当該学年に配当されてい
している。 ○事柄の順序に気を付けて る漢字を漸次書いている。(第1学 年は、

書 いて いる。(時 間的順 第1学 年に配当され た漢字 につ いての

序 ・行動のli頂序など) み)

○句読点の打ち方やかぎ(「」)の使い方を理
記 解 して文章の中で正しく使っている。

述 ○主語と述語を照応させた文を書いている。

○平仮名を正しく書いた り、片仮名で書く語
を文や文章の中で正しく使ったりしてい

る 。

○長音、拗音、促音、接音の表記ができ、助

詞 の 「は」 「へ」 「を」 を文 の中で正 しく

使っている。

○文末表現に気を付けている。(丁寧な言葉
と普通の言葉 ・話し言葉と書き言葉》

○文章を読み返そうと ○書いた文を声に出して読 ○語や文を正しく丁寧に書き正 しく直し

推 している。

○文章のよさに目を向

み返 し、間違いなどに注

意 している。

ている。

敲 けようとしている。 ○書いたもののよいところ

に気付いている。

※表の中から、書くことの過程に沿って一時 間一観点を選び、具体的に単元の指導計画に位置付ける。

(参考文献)・ 「小学校学習指導要領解説 国語編1(文 部科学省)

・「評価親準の作成 評価規準の工夫改善のための参考資料(小 学校 ・中学校一評価規準
、評価方法等の研究開発(報告)一)

(国立教育政策研究所教育課程研究センター)

・「平成13年 度教育研究員研究報告諏 小学校 国3Pp」の 「主題に迫るr書 くこと』の基礎的 ・基本的な力」(東京都教職員研修センター)
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1中 学年分科会1
1中 学年分科会の提案

(1)分 科会研 究主題

「相手や 目的 に応 じて、伝え た いこ との 中心 を とらえて 書 く力 を育て る指導 と評価 」

(2)目 指 す児童像

・相 手や 目的 を意識 して分か りやす く書 く子

・何 を一番伝えたいのか はっき りさせて書 く子

(3)仮 説

相手や 目的を明確 にして書 くことの学習 を通 して、適 切な評価 と指導 の工夫を し、児童が

自己の書いたものを見つめ次 のめ あて をもつ ことによ り、書 く意欲が高 ま り、相手や 目的 に

応 じて伝えたい ことの中心をと らえて書 く力が育つで あろ う。

(4)基 本的な考 え方

◎ 「相手や 目的 に応 じて書 く」 とは

○伝える相手を意識す ること
・伝え る相手によって、適切な言葉使いや書き表 し方を選ぶ ことが できる。

・相手の立場に立った書き方がで きる。
・書 いて伝 えることの よさに気付 くことができる。

○伝えたい ことを明確 に意識す る こと
・書 く目的に合 った表現方法 を選ぶ ことができる。

・書 くことの中心 をはっき りさせてか ら書 き始 めることができる。

◎ 「伝えたい ことの中心を とらえて書 く」 とは

○集めた情報か ら、重要な部分 を選択 して活用できる。

○文章 の大 まかな組み立て を考 え、段落 と段落の続 き方 に注意する ことが できる。

○ 書 くことの中心 を正確 に伝 えるた めによ りよい表現 を選んだ り工夫 した りする ことがで き

る。

(5)研 究の 内容 ・主題 に迫 るための手 だて

① 相手意識を もって、中心を とらえて書 くカを育てる評価 と指導の工夫

○評価規準 の作成 と評価 に応 じた指導 の工夫

中心を とらえて書 く力を伸ば し個 に応 じた評価 と指導ができ るよ うに、「関心 ・意欲 ・態

度」 「書 く能力」 「言語 における知 識 ・理解 ・技能」 の3観 点 について、単元 に応 じた具体

的な評価規準 を設定 し、評価 計画を立てる。教師はその評価 規準に照 らして場面 ごとの児

童 の学習達成状況 を見取 り、個 に応 じた指導 の工夫を行 う。

○ 中心 をとらえて書 くための指導 の工夫

大事な ことをメモに取 りなが ら聞 く、題名を付けて文章 を書 く活動な ど、焦点化を図っ

た指導の工夫 を継続的に行 うとともに書 くことの基本 を押 さえる学習 シー トを開発 し、中

心 を とらえて書 く主体的な学習活動への指導 の工夫を行 う。

② 児童 にめあてを もたせ、評価力を高める自己P価 と指導の工夫

○児童 の振 り返 りと個 に応 じた指導の工夫

児童がめあて に沿って自己評価できるよう学習の手引きや振 り返 りカー ドの開発 と活用

を行 う。教師 は児童の作品やカー ドと児童の自己評価 を合わせて、その児童のよさを生か

す指導 の工夫 を行 う。

○児童のめあてに生かされる評価の工夫

児童が客観的 に自己の作品をチ ェックで きる観点を明確 に し、それ に沿って自分で評価

する視点 を養ってい く。そ して、児童 自身がそ の視点を次 の学習のめ あての設定 に生かす

指導の工夫 を行 う。
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2中 学年分科会の実践

(1)単 元名 「おすすめ します1～ 読書新聞～」(第4学 年)

(2)単 元 の 目標

自分の好 きな作品や本 を友達 に紹介するため に、中心 になる記事 を書 いた り、見 出 しや

割 り付 けを工夫 した りして読書新聞を書き、互 いに発表会や掲示で交流す る ことがで きる。

(3)単 元の評価規準

国語へ の関心 ・意欲 ・態度 書 く能 力 言語 につ いて の

知識 ・理解 ・技 能

・新聞の書 き方 を工夫 して、 ・書 きた いことの 中心 が明確 に ・よい見出 しの付 け方 や文 と

自分の好 きな本や作品を な るよ うに、見出 しを付 けた 文 のつなが り、文 の構 成 に

友達 に分か りやす く紹介 り中心 となる事柄や段落の続 つ いて理解 して いる。

しよ う とし て い る。 き方 に気 を付 けて書 いた りし

て いる 。

(4)研 究主題 に迫るための手だて

① 相 手意識 を もって中心を とらえて書 く力を育て る評価 と指導 の工夫

○中心 を とらえて書 くため の評価 規準の作成

〈相手 ・目的〉友達 に自分の紹介 した い本 の内容がよ く伝わ る新聞 を作 るとい うめあて をもつ。

〈取材〉書きたい記事 に必要な事柄につ いてメモ を作ってい る。

〈構成〉紹介 したいことの中心がはっき りするように割 り付 けを している。

〈記述〉紹介 したいことの中心がはっき りするように文 のつなが りや、段落 の続 き方 に気 を付

けて書 いて いる。

〈推敲〉 自分 の紹介 したい本 の内容が相手 によ く伝わ るか読み返 して確かめて いる。

○中心 を とらえて書 くための指導の工夫

学習 シー トを活用 し、新 聞作 りと関連させて以下 を重点的に指導する。

・見出 しの付 け方 ・書き出 しの工夫 ・記事の種類 に応 じた表現 方法 の工夫

② 児童 にめあて をもたせ、評価力を高め る自己評価 と指導の工夫

○児童 の振 り返 りと個 に応 じた指導の工夫

児童が 、 自分の書 いた作品 と学習活動へ の取 り組みについて、ここをが んばった、また

はこう した方がよかった、次は こう してみ よ う、 といった次の活動 にもつ なげて いく振 り

返 りができるように した。そのため に、振 り返 りカー ドは、児童が学習活 動全体 をいつで

も見わたせ、見通 しを もて るよ う一枚のカー ドにし、そのカー ドを活用 して教師 の絶対評

価 に基づ く児童の学 習状況 と児童一人一人の課題や 伸び に合わせた支援 を行 うように した。

○児童のめあてに生かされ る評価 の工夫

児童が書 くことの各過程 において 自分でめ あて作 りを し、 自分の書いた ものを客観的 に

評価する ことができるよう、『新聞作 り 達 人への道 』という見直 しカー ドを作成 した。こ

のカー ドにお ける具体的な評価 の観点の明示 は、単元 を見通 し、児童が 自 らめ あて を設定

する観点 とな り、自分で作品を評価す る観点 として活用 を図った。

一13一
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(5)学 習指導計画 ・評価計画

時 主な学習活動 ★評価する学習活動 ○指導事項 融 ★評価場面 評価規準 △評価方法 評価を生かした指導例

1

2

目
的
・

意
図

1モ デルとなる読齋新開 を読み、
そのよさについて考え、自分達
も読書新聞を書 くことを知る。

★2自 分が紹介する本を選ぷ。

○相手意識や目的意識を明確に
もつ こと。

○新聞の特色やよさを理解する
こと。

闘

や
意

寧
態
度

★紹介する作品や本、相手を決める場面
A:読 書感想文集や、読轡紹介、本の帯などを読み、読書

新聞の参考になるものを探す ことを勧める。
B:モ デルの新聞を読み.好 きなわけや作品のよさを伝え

1る にはどんな記事が適 しているか考えるよう助言す
る。

C:読 書新聞を書いて友達に紹介することを再確認 し.一
緒に本を選ぷ。

A:好 きな理由や作品のよさを伝えるには.ど のような記事が必要
か具体的なイメージをもち.考 え始めている.

1B:読 欝新 聞の よさが分 かn.友 遠 に紹介 す る本 を決め てい る。

△振り返 りカー ドの分析

取
材

・

構
成

1好 きなわけやよさ ・おもしろさ.
作者や 作品の情報を伝えるため
には,ど んな記事を載せたらよ
いか考える。

★2作 品や本 を読みながら、書きた
い記事に必要なメモを作る。

3メ モカー ドを並べかえながら.
だいたいの割り付けを決める。

○書く必要のある事柄を収集 し
た り選択 したりすること。

○伝えたい記事の中心が明確に
分かるよう、割 り付けを考え
ること。

書
く
能
力

★記事の内容を決めメモカー ドへ記入 している場面
A:メ モカー ドを基に、割り付けに進むよう助言する。
B:あ らす じや人物紹介や好きな理由などのメモに書かれ

た内容について、付け加えるとよいことを助言する。
C:モ デルの新聞を読んでいてよいと思った紀事は何か考

え、自分で書く記事を決めるよう助言する。

i
A:メ モカー ドに.あ らす じ ・人物 紹介 ・好 きな 理 由 ・クイズな ど

の内容 メモ を箇条書 きで 書いて いる。

B:メ モカー ドに、書 き たい 記事 の項 目(あ らす じ ・人物紹 介 ・好

きな理 由な ど)を 書 いて いる。

△本とメモカー ドとの関連の分析

3

4

呆
壁

.

5

6

7

8

記

述
・

推
敲

★1メ モ カー ドを も とに.ト ップ 記

事 の見 出 し を付 ける 。
2書 き 出 しの 工夫 、 表現 方 法の 工

夫 につ いて 潴 し合 う。

○睨み手を引きつけ、内容の中
心を的確に表した見出しを付
けること。 書

く
能
力

★見出 しを考えている場面
A:記 事ごとにどの手法がより効果的か、比較検討す るよ

う助言する。
B:体 言止め,疑 問形、倒置法などの工夫を知らせる。

IC:書 きたいことの中心が分かる言葉を探して見出 しを作
るよう助君する。

l
A:体 言止めや疑問形.倒 置法などを使い、表現方法を工夫 して読

み手を引き付ける見出しを作っている。

C=替 きた い ことの中心 が分か る短 い言葉 で、見 出 しを作 ってい る。
△見出しとメモとの関連の分析

★1ト ップ記事の下書きをする。

★2見 直 しカー ド(達 人への道)の

観点に沿って自分で読み返 し、
(書き直 しの記号を使って)轡 き
加えたり香 き直 した りする。

★3ト ップ記事の清書をする。

4必 要に応 じて下書きをしなが

ら、二つ 目の記事,三 つ 目の記
事 を書き、新聞を書き上げる。

○書こうとする事の中心を明確
に しながら.段 落 と段落との

続き方に注意して書くこと。

○書いたものを読み返し、文章
や文字の間違いなどを正 した
り,よ り適切な言葉に直 した
りすること。

○まちがいを正し.丁 寧に,よ
りよい新聞を完成すること。

書
く
能
力

言
語
の

知
識

蓬

解
技
能

★記事の下番きをしている場面.
A:書 いたもののよさを認め、工夫した文章の組み立てに

も挑戦するよう助言する。
B:段 落を意識させ.事 柄ごとのまとまりを意識すること

や、書き出しの工夫をすることを助言する。
C:轡 きたいことを再確認させ、メモを墓に一緒 に整理し

なが ら文章化する。

l
A:段 落 相互 の閲係 を考 えなが ら、中心 を詳 しくす るな ど、整 った

文章を書 いて いる。

i
B:メ モカー ドを基 に、轡 き たい こ との 中心 をは っき りさせ 、段 落

を意識 しなが ら轡 いて いる。
△記述の過程の観察

★推鼓している場面
A:友 達 と読み 合 い、 よい ところや詳 しく知 りた いこ とを
畠 伝え 合 うよ う助 言す る。

B;正 し く轡 けて いるか だけ でな く適 切な言 葉を選 んで書

くよう助言 す る。

C:見 颪 しカー ドを もとに一緒 に見直す 。

1
A:記 述や表記に関する学習事項を、記述中にも常に意識 しなが ら

書いている。

i
B:よ りよ い ものに仕 上 けよ う と,文 章 や文字 を直 した り、割 り付

け を工 夫 しよう として いる。

△推破の過程の観察 △轡いた記事の分析

★清書をしている場面
A:全 体のモデルとして、他の児童の参考になるよ う紹介

する。
B:膚 き方のよい所 を認め、割 り付け線、文字の大きさや

1色 、絵などを工夫するよう助言する。
C:読 み手の ことを考えて丁寧に書くよう助言する。

l
A:適 切な言葉を使っているとともに,割 り付け線、文字の大きさ

や色、文字飾 り、絵などを工夫し見やす く丁寧に書いている。

1B:読 み手 を意識 してて いね いに正 しく薔 いて いる。
△記述の過程の観察及ひ作品の分析

伝
え
合
い

★1ク ラス内で作品の交流会をし.
よい点を見付けてメッセージカ
ー ドで伝える。

2廊 下や図書室などに掲示する。

0自 鈴の書いたものや友達の書
いたもののよさに気付くこと。

関
'ひ

意
欲
■

態
度

★交流会をしている場面
lA:よ さを認 める と ともに、 次の 自分 の書 く活動 に生かす

よう助言す る 。

B:書 く ことのね らいに沿 って、 自分 や友 達の書 いた もの
の よ さに気付 くよ う助言 する.

C:よ い点 を一緒 に 見付け る。

lA:書 くことのね らいに沿 ったよ さに気付 いて いる。

B:友 達 の書 い たも のを よ く説み 、 自分 や友達 の よさ に気 付 いて い

る。

ム メッセ ー ジカー ドの内容 分析
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(6)本 時の学習(4/8)

①本時の 目標

○ メモカー ドを基に、300宇 ～400字 くらいの記事の下書きをする。

○見直 しカー ド(新 聞作り逮人への道 ・書き直 しの記号)を 使い,香 いた記事を自分で読み返 して手直しする。

②本時の展開

主な学習活動 ★評価する学習活動

1本 時のめあてを確認する。

○指導事項 ●留意点

z

メモ カー ドを もと に、見 出 しに合 っ た記事 の 下書 きを し.自 分で 読み 返 そ う。

分か りやすい記耶を書くための方法や約束を碗認 し、

今日の自分のめあてを決める。
○前時の自己評価を生か し、書 くための具体的なめあ

てをもつ こと。

・見 出 しと本 文 が守 れ な いよ うに書 く。 ● 「新聞 作 り達 人へ の道 」
・文 と文 の 意味 のつ な が りを考 えな が ら指 示語 や接 続語 を使 う。 を活用 させ、 自分 の めあ
・句 読点 を適 切 に打 ち 、な るべ く短 い文 で 書 く。 て を決 め させ る。
・必 要 な箇所 で 改行 し、1マ ス 空 けて沓 き出す 。
・引 用文 に は 「」 を使 う。
・文 末表 現(敬 体 と常 体 、現 在形 と過 去 形,伝 聞の 書 き方)を 工 夫 し、

記 事 ご とにそ ろえ る。
・習 っ た漢字 を使 う。
・文7や 語 句 につ いて 、必 要 に応 じて辞 書 を利用 して調 べ る。

oo..,,昌 ●oo● 噂 ● ● ●● ● ● ● ● ■o曽 ■■ ● ● ● ● ● ●,,曹---,● ロ ロo● ■ ● 璽o,■ 齢 ● 匿 ● 齢 匿唇 ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 圏帥 ● ・....・..層.●'

★3メ モカ ー ドを基 に 、伝 え た い こ とは 何な の か中 心

を は っき り させ 、見 出 しに合 っ た 記事 の 下書 きを

書 く。

'響

.

'

筏

贈
勾

4書 いた記事 を自分で読み返 し.見 直 しカー ド(新 聞

作 り達人への道 ・書き直 しの記号)を 使って、文字
の間違 いや意味の分か らない文を手直しする。

*友 達と競み合 いよさに気付いて伝えたり、必要に応

じて手直 しした りする。

5今 日の学 習 を振 り返 り.次 の記 事 を 書 く とき の 自分

のめ あて を書 く。

○書こうとす る記事の中心を明確 にしなが ら、段落と

段 落 の続 き方 に注意 して文 章 を書 くこ と。
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縁 プ

譲ぜ

念縷

一懸 欝
へ 、

藷禦

響 、、
事馬 二∈「二',・

〈評価を生かした指導〉

○文章や文字の間違いな どに気付き、もう一度考え直

した り辞書 を使った りして正すこと。

●手直 しが終わった児逝は、清轡を始める。
●下書き→清書と丁寧に指導するのは トップ記事だけ

とし,次 の記事か らは、見出 しを考えて直接清書用

紙に記事を雷き込 んで もよいこととす る。(一 人一
人の学習状況に応 じて、下香きをする。)

●友達と読み合い、必要に応 じて手直 しするよう指示

す る。

★評価靭面 △評価方法 評価規準 ☆評価を生かした指導例

★紀耶の下書きをしている場面 △記述の過程の観察

評価規準 ☆評価を生か した指導例

A

(十分満足)

・段 落 相互 の 関 係 を考 えな が ら、 よ り分

か りやす くな る よ う 、中 心 を群 し くす

る な ど して 、整 った文章 を書い て いる。

・轡 いた もの の よ さを認 め、 さ らに工夫 し

た文 章の組 み 立て に も挑戦す る よ う助 言

す る。

II

(概ね滴足)

・メモ カー ドを 基 に 、紹 介 した い こ との

中 心 をは っき りさせ 、段 落 を意 識 して

轡 いて いる。

・事柄 ごとの まとまりを意識して適 切な段

落分けをすることや、書き出しを工夫す

ることを助言する。

C

(努力を

要する)

・Bに 満 たな い児 童。 ・書 きた いこ とを再確 認 させ 、 メモ を基 に

書 くべ きこ とを一緒 に整 理 しなが ら文章

化 す る。

【自己 評 価(見 直 しカ ー ド ・ふ り返 りカー ド)】
・見 直 しカー ドを使 って 、書 く ときの め あて を確認 した り、推 敲 した りす る。

・本 時 のめ あて や 自己 の めあ て にそ って 一 時 間の 授業 の 振 り返 りをす る ことで,次 時 の め あて を意 識

し、次 の意 欲へ 結 び付 ける よ うにす る.

見直 しカー ド 振 り返 りカ ー ド
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(7)授 業の考察

○ 中心をとらえて書 くカ を育てる新 聞形式

自分の 「おすすめの本」 の新聞作 りは目的 ・相手意識が明確で あ り、 トップ記事 を何 にす

るか考えた り集めた情報か ら必要な もの を選択 した りしなが ら書 くことがで きた。新 聞は、

一番伝 えたい ことを短 い文 章で簡潔 に書 くことが求め られ るので 、中心をと らえる力を育て

るのに有効であ り意欲 的に書 くことがで きた。

○適切な評価 と児童の 自己評価力を高め る見直 しカー ド

評価規準 に基づ いた指導 例の作成 は、一人一人の学習状況 をつかみ適切に指導 してい くこ

とに役立った。 また、書 く過程 に沿 った評価規準の作成 とともにそ の規準をよ り具体化 し、

児童 自身が評価規準を もち、 自らの学習 を評価 し次の 自分 のめあて に生かす ことができる よ

うにと、見直 しカー ド 『新 聞作 り 達人への道』でめ あて につなが る評価 の観点 を示 した 。

これは、書 くことの観点 が明確 にな り中心 をとらえて書 く力 につなが った。

○ めあて と次の学習 に生 きる振 り返 りカー ド

児童が 自分 のめ あてに沿 って学習がで きたかを振 り返 られ るよ うに振 り返 りカー ドを使用

した。カー ドへ は、本時の書 く活動へ の感想が書 き込 まれ 、書 く意欲 を高めるのには役立 っ

た。 しか し、次時のめあて に自己評価 を生かす ため には、個 の学習状況 に応 じて教師側 か ら

その時間のめあて をいくつか絞って示 した り、個 に応 じた めあてが児童 自身で選択でき るよ

うな適切な助言を した りする必要があった。
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資料 中学年 〔書くこと〕評価規準

関心 ・意欲 ・態度 書く能力 言語についての知識 ・理解 ・技能

相 ○相手のことを考えながら、 ○相手意識や目的意識を明確にも

手 自分の考えが伝わるように ち、相手や目的に応じて適切に
● 書 こうとして いる。 書 いて いる。

目 ○目的に応じて適切に書こう

的 と してい る。

○相手や目的に応じて、書く ○書く必要のある事柄を収集して ○箇条書きなど、メモにふさわしい書き方を理解

取 事柄の選択をしようとして い る 。 して使 って いる。

い る。 ○書く必要のある事柄かどうか考

材 え、書く順序や軽重を考えて選

ん でいる。

○相手や目的に応じて、段落 ○事柄ごとのまとまりを意識し ○文章全体における段落の役割を理解している。

構 相互の関係を工夫しようと て、区切 りを考えている。

して いる。 ○書きたいことの中心が伝わるよ

うに、毅落相互の関係を考えて

成 い る。

○伝えたい事柄の中心が明確にな

るよう構成の工夫をしている。

0相 手や目的に応じて書こう ○書こうとすることの中心を明確 ○小学校学習指導要領別表の学年別漢字配当表

とすることの中心を明確に にしなが ら書 いて いる。 に当該学年の前の学年までに配当されている

しなが ら、書 こうと してい O段 落と段落の続き方に注意して 漢字を書き、文や文章の中で使うとともに、当

る 。 書 いて いる。 該学年に配当されている漢字を漸次書いてい

記 ○自分の考えや感想を膨らま 0事 実を正しく分かりやすく書い るD

せながら書こうとしてい て いる。 ○句読点を適切に打ち、段落の始めや会話の部分

る 。 ○事実を基に自分の考えや感想を など必要な箇所は行を改めて書いている。

書 いて いる。 ○表現するために必要な文字や語句について、辞

述 ○ 自分の考えが明確になるよう 書を利用して調べる方法を理解している。

に、段落相互の関係を考えて書 ○文字の大きさや配列に注意して書いている。
いて いる0 ○相手に分かりやすい語句を使って書いている。

○文の構成を理解して書いているO
・主語 と述語、修飾と被修飾

○文と文、段落と段落のつながりを考えて、指示

語 、接 続語 を使 って いる。

○文章の敬体と常体との違いに注意しながら書

い ている。

・敬体と常体、現在形と過去形、伝聞の書き方

○相手や目的に応じて、書き ○自分の書いた文章を読み返して ○言葉の使い方が適切であるかどうかに気付き

推 方のよいところを見付けよ 間違いなどを正したり、より適 文や文章を直している。

うと して いる。 切な表現に直したりしている。

敲 ○自ら書いたもののよさに気付い

て いる。

※表の中か ら、書くことの過程に沿って一時間一観点を選び、具体的に単元の指導計画に位置付ける。

(参考文献》
・「小学校学習指導要領解説 国語編」(文部科学省)

・「評価規準の作成、評価規準の工夫改善のための参考資料(小 学校 ・中学校一評価規準、評価方法等の研究開発(報 告)一)」

(国立教育政策研究所教育課程研究センター)
・「平成13年 度教育研究員研究報告書(小 学校国語)の 「主題に迫る 『書くこと』の基礎的・基本的な力」(東京都教職員研

修センター)
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1高 学年分科 会1

1高 学年分 科会の提案

(1)分 科会研 究主 題

「目的や意 図 に応 じて 、 自分 の考 えを効 果的 に書 く力を育 てる指導 と評価」

(2)目 指す児童像

・目的や意図 を考 え、見通 しを もって書 く子

・よ りよい表現 を考 え、工夫 して書く子

(3)仮 説

書 く活動 にお いて、評価規準 を明確 化 ・具体化 し、児童 の書 く力 を見取って個 に応 じた指

導 を工夫 した り、自己評価 ・相互評価 を生か した学習活動 を工夫 した りすれば、 目的や意図

に応 じて、 自分 の考え を効果 的に書 く力 を育て ることがで きるで あろう。

(4)基 本的な考え方

◎ 「目的や意図 に応 じて効 果的 に書 く」 とは

○書 くことの過程(取 材 ・構 成 ・記述な ど)の 見通 しが もて る。

○主題 、相手、 目的、場面 を意識 して 、よ り適切 な表現 になるように考 えて書 く。

○ 自分の考え を表現できた成就感や相手 に分かって も らえた満足感 を味わい、書いてよか っ

た と思え る。

(5)研 究の内容 ・主題に迫 る手だて

① 効果的に書 く力を育 てる評価 と指導の工夫

○評価規準の作成 と評価 に応 じた指導の工夫

効果的 に書 く力を育て るための基礎的 ・基本的事項 を基に、書 くことの過程における評価

規準を明確化 し、単元 に応 じた評価規準、1単 位 時間 ごとの評価規準を設定 し、評価計画を

作成する。そ の際に、評価規準を1単 位時間1観 点 に絞 り込 む ことで指導内容 を精選 し、

具体化、焦点化 してい く。 さらに、評価規準 を児童 に分か りやす い言葉で示 し、学習のめあ

て とする。 この評価規準(ABC)に 応 じた指導例 を作成 し、一人一人を確実に見取 り、個

に応 じた指導 の工夫 を行 う。

○ 自分の考えを効果的 に書 くための指導の工夫

単元の中に指導の重点である 「ポイン ト学習」を位 置付けてサ ンプル文を提示 し、児童が

具体的な意見文のイメージや見通 しをもって書 くことができるようにする。また、取材の重

要性や文章の構成 につ いて も、 ワー クシー トの活用な ど、指導 の工夫 を行う。

② 自己の書 く力を見つめて意欲 を高める 自己評価 ・相互評 価 と指導 の工夫

○ 自己の書 く力を見つめ る 自己評価の工夫

振 り返 りカー ドと学習 計画表 を一体化 し、児童が書 くことへの見通 しをもって学習を進め

ていけるようにす る。また、学習活動の中に自己評価 を位置付け、書 く力がどこまで到達 し

ているか 自分な りに判断 し、 自己 の課題 に気付 くことができるようにする。そ して、これ ら

の振 り返 りや 自己評価か ら個々の学習状況や児童の思 い、書 くことの課題 を教師が見取 り、

個 に応 じた指 導を行 う。

○書 く意欲 を高める相互評価 の工夫

相互評価で、友達 に自分の書いた もののよさを認めてもらった り、自分の書いた文章が確

かに伝わったかを確認 した りする ことで、書 こうとする意欲が高 まると考える。相互評価が

効果的に行 えるよう、相互評価 の方法の工夫、場の設定、 グルー ピングの工夫、評価の観点

の明確な提示の工夫を行 う。
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2高 学年 分科会の実践

(1)単 元名 「地球に優 しくな ろ う ～今、わた しにできる こと～」 一意見文 を書 く一

(第6学 年)

(2)単 元 の 目標

地球環境のためにで きることを考え、取材 した ことを基 にして自分の考 えを意見文にまと

める ことができる。

(3)単 元の評 価規準

国語への関心 ・意欲 ・態度 書く能力
言語についての

知識 ・理解 ・技能

・環境 について 自分たちがで ・考 えが よ く伝 わる ような文 ・文 と文、段落 と段落 の関係

きることを家の人に伝 える 章構成 を工夫 している。 をつかみ、的確 に指示語や

ため に、意見文 を書 こうと ・根拠 としての事実 を基に して 接続 語を使っている。

して いる。 自分の考えを効果的に述べて ・考 えがよ り明確 に伝わる語

い る 。 句、事柄 にふ さわ しい語句

を選択 してい る。

(4)研 究主題 に迫 るための手だて

① 効果 的 に書 く力を育て る評価 と指導の工夫

○効果的な 意見文 を書 くた めの評価規準の作成

〈目的 ・意 図〉環境問題 の話 し合 いか ら自分 の課題 を見付 け、意見文 を書 くというめあて を

もって いる。

〈取材〉考 えの根拠 とな る材料や必要な情報 を集めている。

〈構成〉段 落 と文章全体 との関係 をとらえ、筋道 を立 てて文章 の構成 を考 えて いる。

〈記述〉事 象 と感想、意見 などとを区別 し、相互の関係が分 かるよ うに書いて いる。

〈推敲〉文 章 を読み手の立場か ら読み直 し、よ りよ くして いる。

○効果的 な意見文を書 くための指導 の工夫

意見文 の 内容、書 きぶ り、分量な どを知 り、意見文 を書 くことへの具体的な見 通 しをも

つ ため、身近な環境 を題材 と した意見文のサ ンプル文 を開発 して、単元 の導入や 「ポイ ン

ト学習」 で活用す るよ う位置付 けた。 また、下書 き構成 シー トを作成 し、意見文の構成 を

理解す る と同時に、作文 の原稿 として活用でき るよ うに工夫 を した。

② 自己 の書 く力を見つめて意欲 を高め る自己 ・相互評価 と指導 の工夫

○ 自己 の書 く力を見つめ る 自己評価 の工夫

各時間の学習のね らいを児童が明確にもち取 り組む ことと同時に ユ時間の学習を振 り返 り、

次の学習 に生かす ことができるような 自己評価(振 り返 りカー ド)の 工夫 を行った。 この自

己評価カー ドは学習計画表 と一体化す ることで児童が意見 文の完成までの見通 しがもてると

ともに、常 に教師が単元 を通 した児童の学習状況を把握できる工夫を行った。

○書 く意欲 を高める相互評価 の工夫

感 想 を交流 し、お互 いのよさを認め合うことで意欲 を高 めると同時 に、明確な観点をも

って読み合 うことで 、ア ドバイス を修正に生かそ う、よ りよく書 こうとす る意欲 を持続 さ

せ る ことがで きるよう相互評価 を単元 に位置付けた。 また 、相互 評価が効果 的 に行えるよ

う付箋紙 を用 いた り、 グルー ピングや 場の工夫 も行 った。
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主な学習活動 ★評価する学習活動

1警 製騨獣8雛 聾輪躍駐に
z

*3

身の回りの環境 を守るためのリサイクルや、
資源保護について調べ、意見文を書き、家
の人に発表することを知る。
教材文(サ ンプル文)を 読み 自分が取り組
む ことや岡査す る二とを考え発表する.

i

*2

自分で取り組む内容や調査することを決め、
発表会を開くまでの学習計画を立てる、
取材方法や調査方法を具体的 に考え調査活動
の準備をする。

1自 分な りの方 法で取 材や調 査 をす る。
・家 の人 に開 く。
・調 査(実 験)し てみ る。
・イ ンター ネ ッ ト、図 書,社 会科 の教 科書 、

新 聞な どか ら情 報収 集す る。
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3

4

調 べて きた ことを整理 す る。
調 べ てき た こ とをま とめ 、発 見 した こ とや

思 った ことを取 材 メモ シー トに書 き足す 。
自分 が使 いた いと思 った情 報(記 録)を 選
ん でお く。

自 分の考 えを まとめ る。

1サ ンプル文 を読 む.
★2意 見 文の書 き方 につ いて話 し合 う

3意 見文の ポイ ン トにつ いて まとめ る。
〈ポ イ ン ト学 習〉

1自 分の課 題 に つ いて 自分 の一 番 伝 えた い考

えが 伝 わ るよ う に文 車構 成 を考 え、 下 書き
構成 シー トに まと める。

・順 爵 を考 えて 切り離 した取 材 メモ シー トを

並 べる。
★ ・つ なが りを考え て 言葉 や文 を付 け足す。

1伝 え た いこ とが 伝わ るか 、互 い に下魯 き構

成 シー トを読み 合い 、確か めACIう。(相 互評
価)

★2友 達 の ア ドバイ ス を参考 に して 、 自分 の 下

;rrき構成 シー トを 晃直す。

★1下 僻き構成 シー トをも とに意見文 を欝 く。
2TYい た もの をお 互 いに続 み 合い よ さを認 め

合 った り.よ い表現 を 自分 の意 見文 に生 か
した りす る。

1

*2

意見 文 をも とに,「 地 球に優 し くな ろう ～今

私 にで きる こ と～」 を家 の 人の 前で 発表 す
る。
友 達の意 見文 につ いて感想 を伝 え る。

○指導事項

○柑 予意識 ・II的意識 を明確に

もつ こと。

O考 えの根拠となる材料を様
々な方法で集めること。

O目 的や意図に応 じて、必要
のある廓柄を選び整理す る
こと。

○事実と考えを区別して書く
こと。

○ サ ンプ ル 文か ら意 見文 の雷
き方を理解すること。

・根拠 となる事 実 を述 べる。
・違 う立 場 の意 見 に対 して 考

え を述ぺる こ と。
・効果的に嵐見を述べること。

○自分の考えを明礁に表現す
るため、 メモを生かしなが
ら文章全体の 組み立てを考え
ること

○ 目的 や意 図 に応 じて,簡 単
に書 いた り、詳 しく轡 いた

りする こと。
○ 事実 と感 想 ・意 見 を区 別 し

て 魯 くこと.

○読 みrの 立鳩か ら読み直 し,
よ りよ く書き直す こ と。

Q友 達の考えの理由を聞き自
分の考えと比べること。

○理由をはっき りさせて感想
を伝えること.
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★評価場面 評価規準 △評価方法

響{諦 霧叢 霧 浅欝 切であ,、それを

,、騨 葡 萎砧 淫雛 …趨 取材メモ。一,。
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近な環境を守るための自分の取り組みについて も

xの3ゆ 々artで
メモ シー トに ま とめて いる

★

A:

★文 章 全体 の組 み 立て や段 落 ご とのつな が りを考 え,君

やtzて いる
A:の,λYっ る っx.盆'の み拡 て
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評価を生か した指導例

A:テ ーマにuxり1;げ た ことを褒め.白 分 にで きること考え,Ax

材 の方法 を具体 的に考えるよう助,亨する。
B:,1,き たいテー マを確認 し、取材の方法 を具 体的に考えるよ う

助 詫す る。

C:話 し合いを想起 させる.で きそ うな ものがr∬か相1啖しなが ら
取 り組む ものを決めるよ う助1㌃する。

A:考 え出した調査方法を全体の場で褒めることで、今後の活
動への意欲を高めるとともに,結果を予想するよう助言する。

B:取 耕や調査が可能か どうか取り組む内容 をより具体的に
考えるよう助言する。

C:取 材や調査方法をいくつか紹介し,その中から選ばせるように
支援する。

A:身 近な環境を守るために取り組んだことを褒め.自 分の考
えの根拠になっているか確かめるよう助言する。

B:横 々な方法で取材したことを褒め、身近な環境を守るため
の自分の取り組みについて考えるよう助言する。

C:取 材メモシー トにまとめられない原因を個別に聞き,取 材
が続けられるよ う具体的な方法を助言する。

A:選 んだ 事 柄が 、 自分の 考 えの 根拠 と な って い るか確 か め

るよ う助言す る。
B:調 査や 取材か ら分 か った ことや 考えた ことにつ いても まと

めて いくよ う助言 す る.
C:何 を一 番伝 えた いのか をnね.そ のた め に必 要な 耶柄を 一

つ一つ 一緒 に確認 して い く。

A:多 面的 な見方 がで き るよ うに違 う立場 の意 見に対 して考 え

をよ り深 めて い くよ う助 言す る。
Bl自 分 の作 文の イ メー ジが もて るよ う に、サ ンプル文 と取材

メモ シー トを照 らし合わせて考えるよ う助言する。

C:取 材 メモ シー トが どの 部分 に当たるの か一籍 に考 える。

A:段 落 ごとの つなが りの工 夫 を全体に紹 介 し、褒め る。

B:出 来上 が った下書 き構成 シー トを もう一'n<n)[みiUす よ う声
をか け意見 を効 果 的伝 える構成 や内hを 意織 させ る。

C:意 見文 の構成 を確 かめな が ら,一 緒 に文章 全体の組 み立 て

をま とめて い く。

A:修 正箇 所 を見付 け.潜 き加 えた り警 き直 した り してい る こ

とを褒 め,よ りよい 文章 にな ってい るか 確かめ るよ う助 書

す る。(事 後 も含む)
B:修 正箇 所 を見 付 けた ことを褒 め.友 遼 の意 見を基 に具体 的

に どう直 した らよいか考 え るよ う助 言す る。
C:友 達の ア ドバイ スを読み 直 し,具 体的 な 修正の 文など を一

緒 に考 え る。

A:工 夫が見られるところや裏現のよいところを全体に紹介す
ることで,自 分の文章のよさに気付かせ、より意欲的に取
り組めるようにする。

B:よ り効果的な表現になるよう接続請や文末裏現にも留意す
るよう助言する。

C:具 儲 里こどう直したらよいかサン=カレ文にもどし卿棚 こ支援する.

A:自 分 の考 えと比 べて 聞 き、様々な意 見か ら,さ らに考 え を

広げ るよ う促す 。
B=具 体 的記述 内容 等の 理由 を入れて晋 き方 のよ いと ころを伝

える よ う助言す る。
C:思 た ことをX流 カー9に.く 」itrか じ.
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(6)本 時の学習(6/8)

①本時の目標
○友達の下書き構成シー トを読み、考えが伝わるか確かめ合い、またその内容についての感想やアドバイスを伝え合う。
○友達からもらった感想やア ドバイスを参考にしながら、自分の文章を見直す。

②本時の展開

主な学習活動 ★評価する学習活動

1本 時 の めあて を確認 す る。

○指導事項 ●留意点

0本 時 の めあて を もつ こと。

友達と感想やアドバイスを交流して、よりよい意見文にしよう

2友 達 の意 見文 を読 む 観点 につ い て考 え る。
・意 見 が伝 わ るか

。
・意 見 の根 拠 が伝 わ るか

。
・文 と して 整 って い るか

。
・文 章 構成 が は っき りして いるか

。
・感 想(共 感 、納 得 、疑 問な ど)

3グ ルー プ の中で交 流す る。

①意 見 文 を読 む 。

②観 点 に沿 って考 え る。③
付箋紙 に感 想や ア ドバ イ ス を書 き 、相 手 に

分 か りや す い よ う文 章 中 に貼 る。
(相互 評価)

4も らって うれ しか った メ ッセ ー ジや参 考 に

な った ア ドバイ ス を発 表す る。

友 達か らの ア ドバ イ ス カー ド例
・取 材 した こと を見 直 して

、数字 や 様 子 を
加 えて も う少 し くわ し く雷 くと いい です 。

・自分の 意 見が はっ き りと分 か るよ うに
、

最 後の 段 落 を くわ しく書 く とい いです 。

★5友 達 か らもらった ア ドバイ ス も参 考 に し

て 目 の 、 1..。 、

6振 り返 りカー ドに 自分の 学習状 況 の評価

と感 想 を記入 す る。

(評価 の観 点)
・自分 の文 章 を見 直す ことが で きま した か

。◎
:書 き直 す ことが で きた。

○:書 き直 す と ころ に気 付 いた 。
何度 も読み 直 した。

△:あ ま り読み 直 せ なか った 。

●意見文を読む観点について話し合い、それ
をまとめていくようにする。5つ の観点が
でない場合には提示する。

○友達と交流する手順や方法を確かめること。

○観点を基にして友達の文章のよいところや
工夫した方がよいところを見付け、相手に
伝えること。

●友 達 の発 表 を聞 くこ とで、 よ り広 い視 野か

ら自分 の 文章 を 見直 せ るよ うにす る。

鄭

　郵灘ダ

'罎

講曜障.錘

帽

P診 ノ
ヘ ヨ

為 、転 を読み合。、。ド浴 難 秘 〉
○効果を確かめたり、工夫したりすること。
●修正すべき内容を文章中に、赤で記入させるe
●自己評価の観点を確認する。

●今日の学習でがんばった点を褒め、次時の
学習への意欲を高める。

★評価場面 △評価方法 評価規準 ☆評価を生かした指導例

(前時の評価を生かす)一 授業前
事前に下書き構成シートを読み、一人一人のよさや課題を見取っておくことで、個に応じ

た指導 ・支援を明らかにしておく。

★ 自分の 下書 き構 成 シー トを 見直す 場面

互轟 面 一 の 、 、 ンー トの分析

評 価 規 準 ☆評価を生かした指導例
r

A
(十分満足)

・友達 の ア ドバイ スを参考 に し

て 自分 の文 章を 読み返 し、 よ

りよい意 見文 にな る よ うに書
き加 え た り書き直 した りして
い る。

・修 正 箇所 を見付 け、書 き加え た り書 き直 した
りして いる ことを褒 め 、よ りよい文 章にな っ

て い るか 確かめ るよ う助 言す る。(事 後 も含

む)

B

(概ね 満 足)

・友達 の ア ドバイ スを参 考 に し

て 自分 の文 章を読 み返 し、修
正す る部 分 にサイ ドライ ンを

引 いて い る。

・修 正 箇 所 を見 付けた こと を褒 め ,友 達 の意 見

を基 に具 体的 に どう直 した らよ いか考 えるよ
う助 言 す る。(事 後 も含 む)

C

(努力 を要

す る)

・Bに 満 た な い児 童 ・友達 の ア ドバイ ス を読 み直 し,具 体的 な修 正

の文 な ど を一緒 に考 え る。

ネ目互 書平価
読み合う視点
・よさを認め合う
・よ りよ い文 章 へ の

ア ドバ イス をす る
・分か りに くい と こ

ろ を教 え合 う

読み合う観点 方法
・意 見 が伝 わ るか

・意 見 の 根拠 が伝 わ るか

・文 と して整 って いる か

・文 章構 成 がは っき りして い るか

・感 想(共 感 、納得 、疑 問な ど)

・大 き めの 付箋紙 に 書 く

・書 い た こと を基 に話 し合 う

自 己 評 価(書 くことの配 評価 ・学習状況の自己評価)
自己評価の観点 自己評価の方法
・自分の文章を見直すことができたか ・アドバイスを参考に自分の意見文を見直す

・振り返りカー ドに自分の学習状況の評価と

感想を記入する

(次時につなげる評価 と支援)一 授業後
教師の見取った評価や児童の自己評価を生かした、次時の具体的な支援
A;よ りよい文に書き直しているかどうかを見取り、次時の授業の中で紹介する。
B:修 正箇所が適切かどうか、また他に修正箇所がないかを把握し.ど のように修正すれ

ばよいか下書き構成シートに書いておく。
C:修 正箇所があるかどうかを見取り、修正箇所にはサイドラインを引き、推敲への励ま

しの言葉を下書き構成シー トに書いておく。



(7)授 業の考察

○書 くことの過程 に沿った評価規準を生か した指導

書 く過程 に沿って評価規準とその指導例を具体的に作成 した ことによ り、その時間に指導す

るべきことが明確 にな り、指導の重点化が図れ、効果的に書 く力 を育てることに有効であった。

○効果的な意見文を書 くためのポイン ト学習

意見文の型をいくつか例示することにより、意見文の構成を知 ることができた。 自分の文章

に適 した型 を選び、そこに書 くべき内容をあてはめることで意見文の基本的な書き方の理解 を

図 り、見通 しをもって意見文を完成させていくことができ、確かな書 く力につながった。

○ 自己の書 く力を見つめた 自己評価

学習状況の 自己評価には、振 り返 りカー ドを活用 した。本時の学習状況 を自分な りに振 り返

ることによ り、自己の課題 に気付いた り、次時のめあてにつなげた りす ることに有効で あった。

また、自己評価 を活用する ことで単元を見通 しなが ら一人一人の課題 を把握 し個に応 じた指導

を計画的に行 うことができた。さらに、書くことの観点 を明確 に示 し、自分の文章を推敲 させ

る ことで、よ り一層の自己評価力の育成を図る必要がある。

○学び合い高め合 う相互評価

相互評価 の場を単元に位置付け、付箋を使 って、相手の作品のよいところや、内容 について

のア ドバイスを出 し合 った ことは意欲を高めるのに有効であった。付箋に記録することで、友

達からもらったア ドバイスをゆっくり読んで、じっ くり考えることができ、自分の文章 を見直

鼻衰1鍵 甜i購 広2卿 遍鉗・ 計画'研「繭 函すきっかけにもなった。互いのよさを認め合

う相互評価は、書 く意欲を高め持続する こ

とに有効であったDア ドバイスを参考 にし

て実際に書き直せた児童 もいたが、推敲に

生きるア ドバイス をすることは難 しかった。

相互評価を推敲に生かす には、観点 をさら

に明確にすることや、も らったア ドバイス

をどのように自分の作品に生かせるかを皆

で考え学習 していくことが、必要である。

そ うした改善 によって、より確かな書 く力

を付けていけると思われる。
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資料 高学年 〔書くこと〕評価規準

関心 ・意欲 ・態度 書く能力 言語についての知識 ・理解 ・技能

目

的

意

図

0相 手や目的・意図に応じ

て書こうとしている。

O見 通しをもって学習に

取り組もうとしている。

○相手意識や目的意識 ・意図を明確にもち

書いている。

取

材
●

選

材

○目的や意図に応じて、文

章全体を見通して材料

を集めようとしている。

○目的や意図に応じて、考

えの根拠となる材料を

集めようとしている。

○相手や目的・意図に応じて文章全体を見

通して、書くための材料を集めている。

O考 えの根拠となる材料や必要な材料を

集めている。

○目的や意図に応じて、必要のある事柄を

適切に取捨 ・選択、整理している。

○箇条書きなど、メモにふさわしい書き方を理

解して効果的に使っている。

.

構

成

○目的や意図に応じて、書

く必要のある事柄を整

理して書 こうとしてい

る。

○目的や意図に応じて、文

章全体の組立てを工夫

して書こうとしている。

○全体を見通して、書く必要のある事柄を

整理している。

○段落と文章全体との関係をとらえ、筋道

を立てて文章の構成を考えている。

○自分の考えや思いを明確に表現するた

め、読み手の立場に立って効果的な文章

全体の組立てを考えている。

○自分の考えを明確に表現するための、組立て

の効果について理解し、活用している。

O目 的や意図に応じて、効

果的な文章の種類や形態

を選択して書こうとして

いる。

○目的や意図に応じて、自

分の考えを効果的に書

こうとしている。

O目 的に応じた書式 ・様式や考えが明確に

表現できる文章の種類や形態を選択し

て書いている。

○目的や意図に応じて、簡単に書いたり詳

しく書いたりしている。

○事象と感想、意見などとを区別し、相互

の関係が分かるように書いている。

○自分の考えや思いを客観的な事象に裏

付けて書いている。

○小学校学習指導要領別表の学年別漢字配当

表に、当該学年の前の学年までに配当されて

いる漢字を書き、文や文章の中で使うととも

に、当該学年に配当されている漢字を漸次書

いている。

○送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書い

ている。

○表現するために必要な語句について、辞書を

利用して調べる習慣を付けている。

○日常よく使われている敬語の使い方に慣れ

ている。

○考えや思いがより明確に伝わる語句、事柄に

ふさわしい語句を選択している。

○ふりがな、注釈、文字の形、大きさ、配列な

どを工夫して読みやすく書いている。

○文末表現を工夫している。

・敬体と常体 ・現在形と過去形・断定と推定

○文と文、段落と段落の関係をつかみ、的確に

指示語 ・接続語を使っている。

推

敲

○文や文章の効果を確か

め、よりよいものにしよ

うとしている。

○効果的な表現になっている部分につい

てそのよさを確かめている。

0文 章を読み手の立場から読み直し、より

よくしている

O言 葉の使い方が効果的であるかどうかに気

付き、文や文章を直している。

※表の中から書くことの過程に沿って一時間一観点を選び、具体的に単元の指導計画に位置付ける。

(参考文献)・「小学校学習指導要領解説 国語編」(文部科学省)

・ 「評価規準の作成 評価規準の工夫改善のための参考資料(小 学校 ・中学校一評価規準
、評価方法等の研究開発(報 告)一)」

(国立教育政策研究所教育誤程研究センター)

・「平成13年 度教育研究員研究報告書(小 学校国語)の 「主題に迫る 『書 くこと』の基礎的 ・基本的な力」(東京都教職員研修センター)
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皿 研 究 の 成 果 と課 題(① 成 果 ・② 課 題)

1低 学年分科会

① 明確化 した評価 規準 に基 づ き、指導 の 重点 につ いて のポ イ ン ト学 習や 、場面や 順序 を

意 識 した ワー クシー トを工夫す る ことによって 、児 童は見通 しを もって楽 しんで学習 に

取 り組み、順 序よ く書 く力を身 に付 け る ことがで きた。ま た、実 態 に合 わせた ヒン トカ

ー ド、言葉 か け例 、座席 型評価カ ー ドを活用 した机 間指 導 を行 うことによ り、評価 を活

用 した個 に応 じた指導 ・支援 を、適 切 に行 う ことがで きた 。

② 年 間を見通 し系統性 を意 識 したポ イ ン ト学習 を開発 し、単元 に位 置付 ける指導 計画や

学習活動の工 夫 によ り、 さ らに個 に応 じた指導 と評価の工 夫 を してい く必要が ある。

2中 学年分 科会

① 単元 の具体 的 な評価規 準 に即 した 評価 を行 い、一 人一人 の課題や 伸び に合 った 指導 を

工夫する こ とによ り、児童 が相手 ・目的意識 をもち、伝 えた い ことの 中心 をとらえて 書

くことがで きた。また、児童 に評価 の観点 を示 す ことで、自分 の書 いたものを客 観的 に

評価す る 力が育 ち、め あて をもちな が ら意欲的 に学習 に取 り組む ことがで きた。

②児 童が評価の 観点 を意識 しな が ら書 き、推敲 に生かせ るよ うにな るには、 「書 くこと」

の基本 を重点 的 に指導す る時 間 を意 図的 ・計画的 に位置 付 ける ことや 、児童 の振 り返 り

や め あて作 りな ど、よ り有効 な 自己 評価 の工夫 と活用 をさ らに行 ってい く必 要が あ る。

3高 学年分科会

① 評 価規 準 を明確 化 し、児 童 の書 く力 に応 じた指 導 を工夫 す る こ とによ って、児童 の書

くことへの抵抗 感 を減 らし、書 こ うとす る意欲 を高め る とともに、目的や意 図に応 じて

効 果的 に書 く力 を伸ばす ことがで きた。また、自己評価 カー ドと学習計画表 を一 体化す

ることで、児 童 は自己 の学 習 に見通 しをもって主体的 に学習 を進 める ことがで きた。さ

らに、互 いのよ さを認め合 う相互評価 を行 う ことで、書 く意欲 を高め ると ともに、自己

の書 いた もの を改善す る学び 合 う学 習活動が 開発 できた。相互評価 を推敲 にも生かせ る

ことが分か った。

② 一人一 人の よさや可 能性 を伸 ばす ため には、絶 対評価 に基 づ いた指導 と ともに、 よ り

一層の 自己評価 力の育成 とそ のた めの手だてが 必要で ある。また、評価 に応 じた指導 の

工夫 と して 、 さらに児童 一人一人 の習熟 に応 じた指導 の工夫 も考 えて い く必要が あ る。

4全 体の成果 と課 題

① 明確 に した評価 規準 を基 に児 童の 課題 を明 らか に し、課題 に応 じた指導 の工夫 を行 う

ことで、児 童の確か に書 く力 を育 て るこ とがで きた。また 、指 導の重点化や 学習材 の開

発 によ り、児童 自身に学 習の見通 しをもたせ 、また、発達段 階 に応 じた教 師 によ る個 人

内評価 に基づ いた指導や 自己評価 ・相互 評価 の活用 によって 、児童の主体 的な学習 を促

し、書 くこ との意欲 を高める こ とがで きた。

② 一 人一人の意欲 と確 かな 「書 くこと」 の 力を一層 高めて い くため には、 「書 くこと」

の系統性 を意 識 した年 間指導 計 画の作成や様 々な単元 で 「書 くこと」の重点指導 を明確

に した指導 と評価 の一体化 の 工夫 をさ らに行 って い く必 要が ある。また、児童一人 一 人

の習熟度 に応 じた指導 や少 人数指 導の 在 り方な ども考 えて い く必 要があ る。
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